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５月 26 日、広島県無形民俗文化財「比和牛供養田植」が８年ぶりに開催されました。５月 26 日、広島県無形民俗文化財「比和牛供養田植」が８年ぶりに開催されました。
（関連記事：12 ～ 13 ページ）（関連記事：12 ～ 13 ページ）



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

東城路
じ

まちなみ協議会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

住民主体のまちづくり

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治定住係（☎ 0824-73-1209）まで。
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な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？
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●庄原ＳＴＣジュニアスポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　私たちは、本年４月に立ち上げたソフトテニスチームです。まだ始
めて間もないですが、練習は、毎回楽しさと笑いが満載です！未経験や、
運動神経に自信がなくても大丈夫。経験豊富なコーチが丁寧に指導し、
団員 15 人がみんなで楽しく活動しています。
　練習では、ソフトテニスだけでなく、レクリエーションも交えなが
ら運動能力を高める工夫が盛りだくさん。技術向上だけでなく、協力
プレーでチームワークや集団行動も養われ、友達との絆も深まります。
　まずは無料体験（２回まで）から、ご参加をお待ちしています！

とき
毎週日曜日
9 時～ 12 時（基本）
※都合により変更
ところ
庄原市テニスコート

（総合体育館向かい）
連絡先
代表者　田部雄一郎
☎ 080-6313-6861

　私たちは、市民が主体となり街道東城路（東城市街地）周
辺地区の魅力ある街道づくりを進め、にぎわいの創造を目指すこと
を目的に立ち上げた団体です。
　協議会の中では、歴史部会・景観部会・防災部会の３つの部会を
設け、街道東城路周辺の住民協同で、地域内のさまざまな資源の活
用保全や、まちづくりへの助言、まちなみの景観整備、歴史的建築
物の活用、にぎわいの創出などの活動を行っています。
　昨年度は、地域や各種団体と連携し、まちなみの散策や壁画の修
復などのイベントを開催しました。
　本年度も東城路でのイベントを開催する予定ですので、ぜひ東城
町へお越しください。

問い合わせ 
東城路まちなみ協議会事務局（市役所東城支所産業建設室内）
☎08477-2-5141

市 民 の ペ ー ジ

東小学校 比和小学校

庄原小学校

「読書活動編」躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　庄原小学校は、昨
年 度、図 書 委 員 会
や子供司書が中心と
なって読書活動を進
め、全校朝会やお昼
の放送でおすすめの
本を紹介したり、読
書ビンゴなどのイベ

ントを行ったりしました。
　また、各学年の教室を回って読み語りも行いま
した。年代に合った本を選び、児童自身が何度も
練習をして読み語りを行いました。
　本年度の活動では、新たに図書委員会などが図
書室に入れてほしい本のアンケートを取ったり、
おすすめの本のポップを作成したり、本に親しみ
を持ってもらえる活動を実施する予定です。
　図書委員長の武

た け だ

田華
はな

さんは「もっと図書室に来
て、読書を楽しんでもらいたい」と話し、全校に
読書活動を広めようと張り切っています。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

庄原小学校の読書クイズ 東小学校のビブリオバトル

比和小学校の図書委員

　東小学校は、毎
年秋頃に図書祭り
を行っています。
　図書祭りでは、
図書委員や子供司
書が中心となり、
絵本の読み語りや
ビブリオバトル、

おすすめの本の紹介などをしています。
　ビブリオバトルとは、数人の発表者が制限時間
内に自分のおすすめ本を紹介し、参加者が一番読
んでみたいと思った本へ投票する「書評合戦」で
す。発表する児童は、表紙を見せたり、お気に入
りの場面を紹介したりして本の内容や魅力を伝え
ました。参加した児童も、興味津々で耳を傾け、
最多票を集めた本は、しばらく貸出中が続くほど
の人気となりました。本年度もビブリオバトルを
実施する予定で、これからも本に関心を持っても
らえる活動を続けていきます。

　図書委員の６
年生が６月 10
日、下校集会で
本 年 度 開 催 す
る「この本が好
きな先生はだあ
れ？」の活動に
ついて紹介しま

した。
　これは図書室にある本の中から、先生たちが本
を選び、その本を図書委員が紹介するもので、先
生の名前を伏せて紹介し、その本が好きな先生は
誰なのかを、ヒントを基に児童全員が考え、クイ
ズ形式で回答するイベントです。
　紹介した本は、本棚に飾って、みんなが手に取
れるようにする予定です。
　「読書は心の栄養です」を合言葉に、図書委員
会は、本の貸し出しや各学級への読み語りなど、
いろんなイベントを開催していきます。

シリーズシリーズ
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● 定額減税しきれないと見込まれる人への調整給付 ●

所得税 住民税

　賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負担を緩和し、物価上昇を十分に超える持続的な賃上げが行わ
れる経済の実現を目指す一時的な措置として、令和６年分の所得税および令和６年度の個人住民税の定額減税
が行われています。その中で、令和５年中の所得の状況により、減税しきれないと見込まれる人に対しては、
その差額を給付します。

　給付対象となる人には、８月中旬頃から給付額を記載した確認書を順次発送しますので、内容を確認し、必
要事項を記載の上、同封の返信用封筒で返送してください。確認書の返送後、１か月程度で支給する予定です。
　なお、確認書の返送期限までに返送されない場合、給付を受けることができません。
　また、本給付金を辞退される場合は、下記問い合わせ先まで申し出ください。
※給付対象者は、確認書が発送された人のみとなります。定額減税と併せた給付制度のため、確認書が送付され

ない人は、給付金の申請はできません。

　　　　　　　　● 制度に関すること
　　　　　　　　  税務課市民税係　☎ 0824‒73‒1146
　　　　　　　
　　　　　　　　● 給付（時期など）に関すること
　　　　　　　　  社会福祉課生活福祉係　☎ 0824‒73‒1140

※給付額に係る税情報などの内容については、本人確認が必要となるため、電話では
お答えできませんので、ご了承ください。

定額減税とは…
　個人住民税所得割が課税され、令和５年中の所得が 1,805 万円未満の人について、所得

税１人当たり３万円、個人住民税１人当たり１万円が減税される制度です。

※詳しくは、広報しょうばら５月号「税のかわら版」をご覧ください。

所得税：12万円－７万２千円 ＝ ４万８千円…①
住民税： ４万円－３万７千円 ＝ ３千円…②
　　　　①＋②＝５万１千円  ⇒ ６万円（１万円単位で切り上げ ）
　　　　切り上げた６万円が支給されます。

定額減税可能額
（３万円×４人＝12万円）

令和６年分推計所得税額
　７万２千円

個人住民税所得割額
　３万７千円

減税しきれない額

４万８千円①

減税しきれない額

３千円②

定額減税可能額
（１万円×４人＝４万円）

確認書送付時期　　：  ８月中旬頃から順次発送確認書送付時期　　：  ８月中旬頃から順次発送

確認書返送期限　　：10 月 31日（木）確認書返送期限　　：10 月 31日（木）

給付金支給予定時期：確認書の返送後、１ヵ月程度給付金支給予定時期：確認書の返送後、１ヵ月程度

問い合わせ問い合わせ

　定額減税について、国税庁（国税局、税務署を含みます）

や都道府県・市区町村から、「定額減税の関係で還付を受け

られるので」と切り出し、個人情報（銀行の口座番号や暗証

番号など）をメールや電話で聞くことはありません。

　また、ATM を操作していただくような連絡をすることはあり

ません。

　心当たりのない電話があった場合は、絶対に銀行口座の情

報などを伝えたりしないでください。

　不審な電話や SNS、被害の相談については、警察相談専

用電話（「＃ 9110」番）に電話していただくか、近くの警察本

部または警察署に問い合わせください。

定額減税定額減税や給付金給付金をかたった
不審な電話やショートメッセージ、メール不審な電話やショートメッセージ、メールに

ごご注意ください注意ください！！

　給付の手続き

　給付の対象者

　令和６年分の所得税額または令和６年度の個人住民税所得割額から、定額減税しきれないと見込まれる人
（次の①または②のいずれかに該当する人）

①所得税の定額減税可能額 （３万円×減税対象人数※１） が、 「令和６年分推計所得税額※２」 を上回る人

②個人住民税所得割の定額減税可能額 （１万円×減税対象人数※１） が、 「令和６年度個人住民税所得割額」 を

上回る人

※１ 減税対象人数とは、納税義務者本人および控除対象配偶者・扶養親族（16 歳未満の扶養親族を含む）の
　 数です。（ただし、国外居住者は対象から除きます）

※２ 令和６年分推計所得税額は、令和６年度個人住民税情報を基に計算します。
なお、令和６年分の所得税の確定後に給付額に不足がある場合は、追加で令和７年度に給付する予定です。

　給付額

　給付額は、次の①と②の合計額を、１万円単位で切り上げて給付します。
①所得税の定額減税可能額から令和６年分推計所得税額を差し引いた額。

②個人住民税所得割の定額減税可能額から令和６年度分個人住民税所得割額を差し引いた額。

　※①②とも計算結果が０以下の場合、０円となります。

  （給付例）
減税対象者（納税義務者・配偶者・子２人）で、推計所得税額７万２千円、個人住民税所得割３万７千円の場合
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　新しい保険証は、世帯主宛にまとめて送付します。人数の多い世帯（被保険者が５人以上）は、封筒が複数になり
ますのでご注意ください。
　８月１日㈭以降に医療機関などで受診する際は、新しい保険証を使用してください。また、有効期限の切れた保
険証は使用できませんので、破棄してください。
　なお、新しい保険証が届いた人で、他の健康保険に加入している人は、国民健康保険の資格喪失手続きが必要で
す。市民生活課または各支所地域振興室で手続きをしてください。

　12月２日㈪から保険証の新規発行を終了し、マイナ保険証※1に一本化されます。12月１日㈰以前に発行する保
険証は、有効期限まで使用できます。
　８月１日㈭から有効となる新しい保険証の有効期限は、令和７年７月31日㈭です。
　ただし、次の表に該当する人は、有効期限が短くなっています。有効期限によって、あらためて表のとおり証また
は書類を交付します。

※１　保険証の利用登録をしたマイナンバーカード
※２　マイナ保険証をお持ちでない人に交付する被保険者情報を記載した書類（保険証と同じサイズ）。資格確認  
　　　書のみで医療機関などを受診できます。
※３　マイナ保険証をお持ちの人に交付する被保険者情報を記載した書類（Ａ４用紙サイズ）。マイナ保険証に対  
　　　応していない医療機関などを受診する場合に、マイナンバーカードと併せて提示することで受診できます。

●新しい保険証は世帯主宛に「水色の封筒」で送付します

●12月２日㈪から、保険証の新規発行を終了します
　なお、12月１日㈰以前に発行する保険証は、有効期限まで使用できます

区分 保険証の有効期限
あらためて交付する証または書類

有効期限が11月30日㈯以前 有効期限が12月１日㈰以降

① 75歳に到達する人 75歳の誕生日の前日 後期高齢者医療制度の
保険証

▪マイナ保険証を持っていな
　い人は、資格確認書※2

▪マイナ保険証を持っている
　人は、資格情報のお知らせ
　※3

② 70歳に到達する人
70歳の誕生月の月末
※誕生日が1日の人は

誕生日の前日

国民健康保険の
保険証兼高齢受給者証

①…75 歳の誕生日から「後期高齢者医療制度の被保険者」になります。広島県後期高齢者医療広域連合から、有効期限
　　までにあらためて証または書類が交付されます。
②…70 歳の誕生日の翌月（誕生日が１日の人はその月）から、市で所得区分を判定し、医療費の自己負担割合を決定します。
　　有効期限までにあらためて証または書類を交付します。

国民健康保険の被保険者証を更新します
保健医療課国保年金係☎0824-73-1158

障害に関する相談窓口を紹介します
社会福祉課障害者福祉係　☎0824-73-1210社会福祉課障害者福祉係　☎0824-73-1210

　市は、障害のある人やその家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、生活福祉に関するさまざまな相　市は、障害のある人やその家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、生活福祉に関するさまざまな相
談に応じています。身体障害・知的障害・精神障害についての福祉制度や、困っていること、生活上の悩みなど、談に応じています。身体障害・知的障害・精神障害についての福祉制度や、困っていること、生活上の悩みなど、
社会福祉課または各支所地域振興室へご相談ください。また、市内の相談支援事業所や障害者相談員も相談を受社会福祉課または各支所地域振興室へご相談ください。また、市内の相談支援事業所や障害者相談員も相談を受
けることができます。けることができます。

障害者相談支援事業所

身体障害者相談員・知的障害者相談員

　障害者相談支援事業所は、障害のある人やその家族・介助者など、地域での生活や福祉に関する全般的な相談
に応じています。また、障害福祉サービスの情報提供やサービスを利用するための手続き、関係機関との連絡調
整などの支援を行っています。市内の相談支援事業所は次のとおりです。

　市が委嘱する「身体障害者相談員」「知的障害者相談員」は、身体障害や知的障害のある人のさまざまな相談
に応じています。また、市・関係機関と連携し、相談会も行っていますので、お気軽にご相談ください。（直近
の相談会の日程は 16 ページに掲載）

　お気軽にご相談ください

　本年４月から２年間、庄原地区身体
障害者相談員の業務を担当させていた
だきます。
　障害により日常生活で困っているこ
とや、悩みなど些
細なことでも相
談に乗ります。
　お互いに話し
合いができ、交流
ができればと思
っていますので、
お気軽にご相談
ください。

事業所名 住所・電話番号 主な担当地区

相談支援事業所えーる 三日市町5017-6
☎0824-72-7310

障害児・者 庄原（本村･峰田･東）
障害児 東城（東城）

相扶の郷相談支援事業所 尾引町263-2
☎0824-74-0611

障害児・者 庄原（山内）･ 口和 ･ 高野 ･ 比和
障害児 東城（帝釈）

ありす相談支援事業所 東城町川西1332-5
☎08477-2-3121 障害者 東城

相談支援事業者ゆうき相談所 宮内町6393
☎0824-72-1233

障害児・者 庄原
障害児 東城（久代･新坂･田森）

相談支援事業所ひまり 高町1246
☎0824-72-4584

障害児・者 庄原（高･敷信）･西城
障害児 東城（小奴可）

相談支援事業所くれよん 総領町下領家71
☎0824-88-2796

障害児・者 庄原（北）･総領
障害児 東城（八幡）

担当地区 身体障害者
相談員

知的障害者
相談員 問い合わせ

庄原
大
お お え

江　武
た け よ し

芳
馬

ば ば

場　和
か ず ゆ き

行
伊
い と う

藤　耕
こ う へ い

平

三
み つ ご う ち

河内偉
い つ お

津夫
酒
さ か い

井　主
も と の り

典
社会福祉課障害者福祉係

☎ 0824-73-1210

西城 藤
ふ じ わ ら

原　和
か ず え

惠 平
ひ ら い

井　正
ま さ ず み

澄
西城支所地域振興室
☎ 0824-82-2202

東城 水
み ず な が

永　芳
よ し か

香
小

お だ

田　龍
た つ お

雄
磯
い そ か わ

川由
ゆ み こ

美子
東城支所地域振興室
☎ 08477-2-5131

口和 宮
み や ざ き

﨑　憲
け ん じ

二 竹
た け お か

岡　伸
の ぶ え

榮
口和支所地域振興室
☎ 0824-87-2112

高野 藤
ふ じ も と

元恵
え り こ

里子 落
お ち た に

谷　悦
え つ み

三
高野支所地域振興室
☎ 0824-86-2115

比和 森
も り ち か

近　秋
あ き よ し

義 －
比和支所地域振興室
☎ 0824-85-3001

総領 森
も り か わ

川　修
し ゅ う じ

次 宗
む ね か ね

兼　安
や す こ

子
総領支所地域振興室
☎ 0824-88-3063

身体障害者
相談員

大江　武芳さん

　現在お使いの国民健康保険の保険証は、７月31日㈬で有効期限が切れます。
　８月１日㈭から有効となる新しい保険証を、７月下旬に発送します。
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　５月 16 日、第１回芸備線再構築協議会幹事会が岡山県岡山市（TKP ガーデンシティ岡山）で開催されました。　５月 16 日、第１回芸備線再構築協議会幹事会が岡山県岡山市（TKP ガーデンシティ岡山）で開催されました。
　この幹事会は、ローカル鉄道を再構築し、利便性と持続可能性の高い地域公共交通の実現に向け、具体的な　この幹事会は、ローカル鉄道を再構築し、利便性と持続可能性の高い地域公共交通の実現に向け、具体的な
取り組みについて議論していくため、第１回芸備線再構築協議会で設置が決定されたものです。取り組みについて議論していくため、第１回芸備線再構築協議会で設置が決定されたものです。
　今回は、今後の幹事会の進め方などについて協議が行われました。　今回は、今後の幹事会の進め方などについて協議が行われました。

～第１回芸備線再構築協議会幹事会～～第１回芸備線再構築協議会幹事会～

地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

主
な
内
容

　

第
１
回
幹
事
会
で
は
、
自
治
体
や
Ｊ
Ｒ
が

保
有
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
、

既
存
の
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
今
後
、
芸
備
線

の
可
能
性
を
最
大
限
追
求
す
る
た
め
の
検
討

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
増
加
や
地
域
へ
の
波
及

効
果
と
い
っ
た
議
論
を
進
め
て
い
く
中
で
、

新
た
に
把
握
の
必
要
が
生
じ
た
デ
ー
タ
の
収

集
な
ど
の
調
査
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
幹
事
会
の
議
事
に
先
立
ち
、
第

１
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
で
本
市
や
広
島

県
が
求
め
た
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向
性

や
、
内
部
補
助
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
７
月
頃　

第
２
回
幹
事
会

▼
秋
頃　

第
２
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

▼
令
和
７
年
３
月
頃　

第
３
回
芸
備
線
再
構

　

築
協
議
会

幹
事
会
で
の
市
の
意
見

①
国
土
交
通
省
に
よ
る
説
明

▪
国
鉄
改
革
時
の
日
本
国
有
鉄
道
再
建
監

理
委
員
会
で
は
「
全
国
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
利
用

者
の
自
由
な
選
択
に
よ
り
自
動
車
、
鉄
道
、

航
空
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
特
性
に
応
じ
て
役

割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
・
維
持

さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
の
み
に
よ
る
全
国
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
必
要
性
に
乏

し
い
」
と
意
見
さ
れ
て
い
る
。

▪
Ｊ
Ｒ
上
場
４
社
に
対
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
会
社

法
に
基
づ
く
大
臣
指
針
を
踏
ま
え
、
路
線

の
適
切
な
維
持
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

市
の
意
見

▪
第
１
回
協
議
会
で
議
長
（
中
国
運
輸
局

長
）
か
ら
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
関

す
る
論
点
は
、
令
和
４
年
７
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
国
の
有
識
者
検
討
会
の
提
言

で
、
既
に
国
土
交
通
省
が
一
定
の
整
理
を
し

て
い
る
と
発
言
さ
れ
た
が
、
本
提
言
は
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
鉄
道
輸
送
量
の
減
少
や
大

幅
な
赤
字
を
「
現
状
」
と
し
て
前
置
き
し

て
お
り
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
状
況

は
、
当
時
の
危
機
的
状
況
と
は
異
な
る
状

況
に
あ
る
。

▪
Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
国
鉄
改
革
時
に
当
時
の
不

採
算
路
線
を
含
め
、
事
業
全
体
で
採
算
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
事
業
用
固
定
資
産
の

承
継
な
ど
が
行
わ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
る

と
、
内
部
補
助
を
前
提
と
し
、
引
き
続
き

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
当
該
区
間
の
運
行
を
担
う

ほ
う
が
、
持
続
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

②
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
説
明

　

民
間
企
業
と
し
て
、
大
量
輸
送
性
を
発

揮
で
き
て
い
な
い
利
用
の
少
な
い
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
に
対
し
て
、
利
便
性
や
生
産
性
を
高

め
る
設
備
投
資
な
ど
を
単
独
で
行
う
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

市
の
意
見

　

設
備
投
資
な
ど
を
単
独
で
行
う
こ
と
が

困
難
と
す
る
理
由
の
説
明
が
な
か
っ
た
が
、

財
政
的
な
理
由
で
あ
れ
ば
、
本
市
も
要
望

し
、
全
国
市
長
会
か
ら
の
提
言
に
も
あ
る

と
お
り
、
国
の
責
任
で
Ｊ
Ｒ
を
含
め
た
鉄

道
事
業
者
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
経
営

が
確
保
で
き
る
よ
う
運
行
経
費
の
支
援
な

ど
積
極
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
。
財
政
面
以
外
の
理
由
で
あ
れ
ば
、
そ

の
理
由
を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

■
協
議
の
進
め
方
に
対
す
る
市
の
意
見

　

市
の
交
通
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
る

中
で
、
廃
止
代
替
バ
ス
や
市
営
バ
ス
が
厳

し
い
状
態
で
あ
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
交
通
体
系
を
ど

う
効
率
的
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域
内

の
移
動
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
、
実
態
を
踏
ま
え
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
構
築
協
議
会
に
関
す
る　
　

対
応
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム　
　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

詳
し
い
内
容
や
当
日
の
資
料
は

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

h
e

a
lt

h
y

 c
o

lu
m

n
健 康 広 場

市は、本年３月に健康増進法、食育基本法、自殺対策基本法に基づく「庄原市健康づくり推進計画」を策定

しました。

　この計画は、市がこれまで策定していた「健康づくり計画」、「食育推進計画」、「自殺対策計画」の３つの計

画（各計画とも令和５年度終了）を１つにまとめたものです。この３つの計画は共通・関連事項が多かったた

め、施策ごとの現状や課題をまとめ、一体的な計画として整理しました。

　本年度からは、この計画に基づき、個人や家庭、地域、学校、職場、関係団体・機関、市が連携し、健康づ

くりや食育推進、自殺対策の取り組みを推進していきます。

　子どもから高齢者まで全ての市民がそれぞれのライフステージに応じて、心身

の健康づくりや食育の実践に取り組むことにより健康寿命の延伸を目指します。

　また、市民同士が緩やかなつながりを保ち、些細なことでも声を掛け合い、相

手の様子に気づいて「心配している誰かが周りにいる」という環境づくりを目指

します。

　「一人一人が取り組む健康づくり」 と 「みんなでつくる地域の絆」 による健康寿命の延伸

【計画の内容】
　次の３つの計画に分けて、各分野の施策を実施していきます。

●健康増進計画　～いきいきと過ごしたい～
　① 身体活動・運動《動いて健康！心も体も元気ハツラツ！》
　② 歯と口の健康《生涯笑って健口生活！》
　③ 生活習慣病予防《自分で守るいきいき人生！》
　④ フレイル予防《フレ！フレ！フレイル予防！》
　⑤ 地域活動《健康づくりで地域も元気！》

●食育推進計画　～おいしく食べたい～
　① 食育《知ればナットク！食育実践！》

●自殺対策計画　～こころ豊かに暮らしたい～
　① 休養・こころの健康《ココロ・カラダ健やかに！》
　② 自殺対策《気づきと絆で支えるいのち》

　  ホームページ
　　https://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/health/h_m/cat01/post_1704.html

この計画は概要版を作成しています。地域や職場などで

健康づくりについて考える際に、ご活用ください。

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

庄原市健康づくり推進計画庄原市健康づくり推進計画
（健康増進計画・食育推進計画・自殺対策計画）（健康増進計画・食育推進計画・自殺対策計画）
を策定しましたを策定しました！！

高血圧予防キャラクター

ショーショー鳥

計画の目的

糖尿病予防キャラクター

腹ハッチー

イキルン エラブン ツクルン タベルン ゲンキン

食育推進
キャラクター

５つのちから

いつもそばにいて見守ってくれる存在を表し
ているキャラクター

ゲートキーパー犬 「ボク」

ひととひと まちとまちをつなぐ芸備線ひととひと まちとまちをつなぐ芸備線

広報しょうばら／ 2024.7　8 9　2024.7 ／広報しょうばら



　　　庄原警察署からのお知らせ

庄原警察署☎0824-72-0110

自
転
車
に
乗
る
と
き
は             

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ

り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、

す
べ
て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
に
は
、
頭
部
を
守
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
「
自
分
の
未
来

を
守
る
た
め
」
と
考
え
て
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
自
転
車
に
乗
る

と
き
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安
全
性
を

示
す
マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
を
使

い
、
顎
ひ
も
を
確
実
に
締
め
る
な

ど
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

警
察
署
な
ど
窓
口
の　
　
　

受
付
時
間
を
変
更
し
て
い
ま
す

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
６
月
３
日
か
ら
警
察
署

な
ど
窓
口
の
受
付
時
間
を
変
更
し

て
い
ま
す
。

受
付
時
間

９
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
は
除

く
）

対
象
と
な
る
窓
口

道
路
使
用
許
可
、
自
動
車
保
管
場

所
証
明
関
係
、
古
物
営
業
、
質
屋

営
業
関
係
な
ど

※
こ
の
他
に
も
対

象
と
な
る
業
務
が

あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
警
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
事
件
や
事
故
・
落
と
し
物
の
届

出
な
ど
は
、
従
来
ど
お
り
24
時
間

対
応
で
す
。

農
機
の
横
転
・
転
落
事
故
に

注
意

　

農
機
を
運
転
中
に
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
横
転
し
た
り
、
運
転
手
な

ど
が
農
機
に
ひ
か
れ
た
り
す
る
事

故
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
中
の
操
作
ミ
ス
や

道
路
環
境
が
悪
い
こ
と
に
よ
り
、

田
畑
や
用
水
路
な
ど
へ
転
落
す
る

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路
状

況
に
応
じ
た
確
実
な
運
転
を
行
う

と
と
も
に
、
救
命
効
果
の
高
い
安

全
キ
ャ
ブ
や
安
全
フ
レ
ー
ム
が
付

い
て
い
る
農
機
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
運
転
す

る
際
は
、
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

な毎日のためにな毎日のために

　応援します　あなたの子育て
　　　　　　　「ファミリーサポート事業」

ほのぼのネット☎0824-73-1214

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
人
（
依
頼

会
員
）
と
育
児
の
支
援
を
し
た
い

人
（
提
供
会
員
）
が
会
員
に
な
り
、

安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
に

互
い
に
関
わ
り
合
う
相
互
援
助
活

動
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
を
預
か

り
ま
す
。（
対
象
：
０
歳
～
小
学

６
年
生
）
ま
た
、
会
員
向
け
に
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
人
、
空
い
て

い
る
時
間
に
支
援
活
動
を
し
た
い

人
な
ど
、
興
味
の
あ
る
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
に
活
動
し
ま
す

▼
保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎

▼
保
育
時
間
外
の
預
か
り

▼
学
校
・
保
育
施
設
が
休
業
（
土
・

　

日
・
長
期
休
暇
）
の
預
か
り

▼
冠
婚
葬
祭
や
買
い
物
な
ど
外
出

　

の
時
の
子
ど
も
の
預
か
り

▼
宿
泊
を
伴
う
子
ど
も
の
預
か
り

▼
子
ど
も
が
医

療
機
関
受
診
時

に
、
他
の
子
ど

も（
兄
弟
姉
妹
）

の
預
か
り　

な
ど

まちづくり感謝状候補者の募集

自治定住課自治定住係☎0824-73-1209
　

市
は
、
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
実
践
し
継
続
し
て
い
る
人
に

敬
意
を
表
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
感

謝
状
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
こ

の
感
謝
状
の
贈
呈
に
ふ
さ
わ
し
い

候
補
者
の
推
薦
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

対
象
者

　

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
、

お
お
む
ね
５
年
以
上
継
続
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
・
事

業
者
な
ど
。

　

な
お
、
同
一
の
内
容
で
既
に
他

の
表
彰
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

対
象
と
す
る
活
動

　

市
民
が
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
活
動

お
よ
び
事
業
（
例
：
清
掃
や
交
通

安
全
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
で
、
定
例
行
事
や
住
民
自
治

組
織
な
ど
の
業
務
で
は
な
く
自
発

的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

募
集
方
法

　

８
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

所
定
の
推
薦
書
を
直
接
持
ち
込
む

か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦

書
・
実
施
要
綱
は
、
自
治
定
住
課

（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）、
各
支
所

地
域
振
興
室
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

候
補
者
は
他
薦
に
よ
る
公
募
と

し
、
推
薦
人
が
個
人
の
場
合
、
２

人
以
上
の
賛
同
者
が
必
要
で
す
。

【
推
薦
人
お
よ
び
賛
同
者
の
要
件
】

▪
候
補
者
の
親
族
で
な
い
こ
と
。

▪
候
補
者
と
同
一
の
団
体
（
住
民

自
治
組
織
を
除
く
）
に
属
し
て
い

な
い
こ
と
。

そ
の
他

　

審
査
会
を
経
て
、
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
す
。副
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
自
治
定
住
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

宝くじの助成金で地域活動に必要な備品を整備
コミュニティ助成事業で地域づくり（令和６年度実施事業）

自治定住課自治定住係☎0824-73-1209
　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
、宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を

受
け
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
と
そ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、一

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

七塚西自治会

エアコン
（七塚下組・七塚
西多目的・森谷・
諏訪組・倉組平塚
集会所に各１台）

高齢者をはじめとする会員が
健康で安全に施設を利用する
ことができ、コミュニティ活動
がさらに活性化し、地域の一体
感の醸成、連帯意識の高揚を図
ることが期待できる。

1,700,000円
1,700,600円

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
事
業
で
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
整
備
し

た
備
品
に
は
「
宝
く
じ
」の
マ
ー

ク
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
）

エアコン①エアコン①

エアコン②エアコン②

森谷集会所森谷集会所 諏訪組集会所諏訪組集会所 倉組平塚集会所倉組平塚集会所

七塚西多目的集会所七塚西多目的集会所七塚下組集会所七塚下組集会所

利用料金
曜日 利用時間 利用料金

月～金曜日 ７時 30 分～ 20 時 600 円 / 時間

土・日・祝日
年末年始

（12月29日～１月３日）
７時 30 分～ 20 時 700 円 / 時間

宿泊 20 時～翌７時 30 分 ３千円 / 泊

そ
の
他

▼
右
記
利
用
料
の
２
分
の
１
を
市

　

が
助
成
し
ま
す
。

▼
兄
弟
姉
妹
が
、
同
じ
時
間
帯
に

　

同
じ
提
供
会
員
の
支
援
を
受
け

　

る
場
合
は
、
２
人
目
か
ら
半
額

　

で
す
。

▼
妊
婦
健
診
や
子
ど
も
の
医
療
機

　

関
受
診
時
に
、
兄
弟
姉
妹
を
預

　

け
る
場
合
は
、
利
用
料
の
３
分

　

の
２
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１
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２

４

５７８

３

６

１

　

５
月
26
日
、
比
和
町
木
屋
原
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
吾

妻
路
横
の
水
田
で
、
広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
比
和
牛
供

養
田
植
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

比
和
牛
供
養
田
植
は
、
信
仰
・
音
楽
・
労
働
の
３
要
素
を

含
む
大
掛
か
り
な
儀
式
田
植
で
、
約
７
０
０
年
前
、
大
山

（
鳥
取
県
）
の
社し

ゃ
じ
ん人
よ
り
こ
の
地
に
伝
え
ら
れ
た
太
鼓
踊
り

の
技
法
を
起
源
と
し
、
古
式
に
基
づ
く
技
法
を
現
代
に
伝
え

る
郷
土
芸
能
で
す
。
４
年
に
１
度
行
わ
れ
る
伝
統
行
事
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
前
回
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
今
回
は
８
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
観
客
の
中
、
牛
に
よ
る
「
代し

ろ

か
き
」
や

「
早そ

お

と

め

乙
女
」
に
よ
る
田
植
え
、
「
太
鼓
打
ち
」
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
説
明

①
④
飾
り
鞍
を
付
け
た
供
養
牛
に
よ
る
「
代
か
き
」
。
ま
た

①
は
、
比
和
牛
供
養
田
植
で
初
め
て
と
な
る
女
性
に
よ
る

「
追お

い
て手
（
代
か
き
で
牛
を
誘
導
す
る
人
）
」　

②
⑧
「
太
鼓

打
ち
」
が
伯ほ

う
き
だ
い
せ
ん

耆
大
山
の
社
人
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る

技
法
を
披
露　

③
⑦
供
養
田
ま
で
歩
く
「
道み

ち
ゆ
き行
」　

⑤
田
植

唄
の
拍
子
に
合
わ
せ
て
田
植
え
を
す
る
「
早
乙
女
」　

⑥
神

式
と
仏
式
に
よ
る
祈き

と
う祷
を
受
け
供
養
田
に
入
る
「
入に

ゅ
う
で
ん田
」　
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初夏の彩りみんなで種まき！食育教室 名誉会員賞を受賞さらなる利用促進に向けて

心と体をリフレッシュ 登山シーズンの幕開け！おかげさまで 11 周年

　寄せ植え教室・5/31　西城小とうもろこし種まき体験・5/9 　全国食生活改善推進員協議会受賞式・5/24　「芸備線魅力創造プロジェクト」から寄付・5/20

　ヨガ・ピラティス講座・6/3 　比婆山山開き・5/26　吾妻山山開き・6/2　道後山高原開き・6/16　道の駅たかの 11 周年記念感謝祭・6/1 ～ 4

　JA ひろしま総領支店のふれあい広場で、初夏の寄
せ植え教室が開催され、８人が参加しました。
　これは、空き店舗を有効活用していくための一環と
して、JA ひろしま総領支店と総領地区公衆衛生推進
会、総領自治振興区が共同で開催したものです。
　株式会社グリーンウインズさとやまの齊

さ い き

木義
よ し の ぶ

伸さん
を講師に迎え、参加者は用意された花の中から好きな
ものを選び、植え方や見せ方、育て方、暑い時期の花
の管理の仕方などを教わりながら自分の鉢を完成させ
ました。
　参加者は「花を植えたり育てたりするのは、気持ち
がいい」「もっと参加者が増えるよう、積極的に声掛
けをしていきたい」と話しました。

　西城町油木の畑で食育教室「西城小とうもろこし種
まき体験」が開催され、西城小３年生の児童 19 人が
参加しました。
　この活動は、野菜の栽培を通して、児童が食生活や
健康について考えるきっかけとなるよう、前油木営農
組合が主催したものです。児童は、同組合や地域の人
に種まきの方法を教わりながら作業を行い、しゃがん
だ状態での作業に苦戦しながらも、時折、笑顔を見せ
ながら種まき体験を楽しんでいました。
　同組合長の髙

た か は ら

原芳
よ し の り

典さんは「子どもたちには体験を
通じて地元の良さを感じてもらい、もし将来地域を離
れても、またふるさとに戻ってきたいと感じてもらえ
たら嬉しい」と話しました。

　東城町健康づくり推進員連絡協議会の藤
ふ じ か み

上町
ま ち よ

代さん
と藤

ふ じ か わ

川正
ま さ じ

路さんが、全国食生活改善推進員協議会から
名誉会員賞を受賞しました。
　この賞は、健康づくり推進員として、長年、食生活
の改善や食文化の継承に貢献し、90 歳を迎えた人を
対象に贈られます。
　同連絡協議会は、「私達の健康は私達の手で」をス
ローガンに、望ましい食生活や減塩を推進するボラン
ティア団体です。藤上さんと藤川さんは発足当初から
活動しており「受賞は大変嬉しいです。90 歳を迎え
ましたが、今後も地域のために頑張りたいです」と話
しました。

　市民有志による団体「芸備線魅力創造プロジェクト」
から、より一層の芸備線の利用促進を図るよう、市へ
寄付がありました。
　同団体は、市内におけるシンポジウムの開催やボラ
ンティアによる備後落合駅の清掃などを通じて、芸備
線を中心とした沿線の魅力を発掘・創造し、都市部へ
情報発信するなどの取り組みを展開しています。
　同団体の横

よ こ が わ

川 修
おさむ

代表から木山耕三市長に目録が手
渡されました。木山市長は「芸備線を生かした地域活
性化に向けて、有効に活用していきたい」と話しまし
た。

　オープンから 11 周年を迎えた「道の駅たかの」で、
感謝祭が開催されました。
　晴天に恵まれた会場では、地元の野菜やお酒などの
販売ブースに加え、県内外の道の駅による特産品販売
ブースが立ち並び、お目当ての商品を買い求める人や
イベントを楽しむ人でにぎわいました。
　また、パトカーや除雪車などに乗車できる展示会や
ガラポン抽選会も行われ、子どもから大人までイベン
トを満喫していました。
　県外から訪れた来場者は「限定販売のアップルパイ
を買うことができてよかった。また立ち寄りたい」と
喜んで話しました。

　待望の登山シーズン到来に伴い、比婆山と吾妻山、
道後山で山開きが開催されました。
　「比婆山山開き」では、登山者の安全を願う神事「比
婆山夏山祈願祭」に地元の人や多くの登山客が参加し、
比婆山伝説ガイド「ツイハラの会」による紙芝居や地
元バンドによるミニライブなどを楽しみました。　
　「吾妻山山開き」では、夏山登山の安全祈願祭が行
われるとともに、広島県指定無形民俗文化財の「比婆
斎
さ に わ

庭神楽」が披露されました。地元の皆さんによる比
和の産品コーナーでは、米すくいや山野ごはん（山菜
おこわ）プレゼントのほか、お米やヤマメの販売も行
われました。また同時開催として、比和自然科学博物
館による初夏の草花ウォッチングも開催され、参加者
は初夏の吾妻山を彩る草花を観察しながら自然を楽し
みました。
　「道後山高原開き」では、登山者の安全を願う神事の
ほか、西城町神楽愛好会による神楽やヒバゴンとのお
楽しみじゃんけん大会などが行われました。ゴギの炭
火焼きなどの地元特産品も販売され、来場者は西城な
らではの美味しいグルメを堪能していました。
　吾妻山山開きに参加した人は「神話にゆかりある吾
妻山での神楽は趣があって良かった」「普段は何気なく
見ている登山道沿いの草花の名前や、そのいわれなど
が分かり、今後の登山の楽しみが増えた」と話しました。

№3№7 №2№6

№4 №1№5

▲寄せ植えを楽しむ参加者▲畑で種まきを行う児童 ▲同連絡協議会のメンバーと藤上さん（前列の左）、藤川さん（前列の中央）▲左から木山市長、横川代表、同団体のやまもとのりこさん

▲さまざまな特産品が並んだ販売ブース

▲吾妻山を登る登山者（吾妻山山開き）

▲ヨガ・ピラティス講座の様子
▲神事（比婆山山開き） ▲神楽（道後山高原開き）

　口和自治振興センターで、ヨガ・ピラティス講座が
行われ、地域住民を中心に 25 人が参加しました。
　国際基準の資格を持つ AFAA 認定インストラク
ターの小

こ は ら

原美
み え こ

恵子さんを講師に迎え、講座が行われま
した。
　参加者は講師の声に合わせ、ゆっくりと体を動かし
ながら、自身の心と体を整える時間を満喫し、最後に
は、この講座での出会いやヨガ・ピラティスができる
ことに感謝し、笑顔と拍手でお互いをたたえました。
　参加者は「自分の今の体の状態を知ることができ、
運動の必要性を実感する良い機会になった。今後も続
けたい」と話しました。
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

７月29日㈪・８月５日㈪・19日㈪
９時～17時 保健医療課母子保健係

▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）

事前予約が必要

８月10日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

７月22日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ８月６日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ８月６日㈫・20日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 ８月８日㈭13時30分～15時30分 西城支所
高野 ８月13日㈫13時～15時 高野支所
比和 ８月６日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ８月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ８月22日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ８月15日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ８月15日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ７月26日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ８月13日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ８月６日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ８月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 ８月９日㈮13時～16時 西城自治振興センター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　総領 ７月26日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット

（市役所本庁舎２階）
助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

西城 「コスモスカフェ」
８月１日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
７月23日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
８月20日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ８月19日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210口和

７月22日㈪９時30分～11時30分 口和保健福祉センター
身体・知的障害者
相談員７月23日㈫９時30分～11時30分 口和自治振興センター

比和 ８月６日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ８月８日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 ８月20日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ７月16日㈫・８月20日㈫
13時～14時30分

広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

相　
　

談

相
続
・
遺
言
に
関
す
る　
　

相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
は
、
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
、
多
様
な
悩
み
を

抱
え
た
人
の
相
談
に
無
料
で
応
じ

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

８
月
４
日
㈰　

10
時
～
16
時

【
電
話
相
談
】

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

【
面
談
相
談
】

と
こ
ろ　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

第
59
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

　

市
内
15
校
の
小
学
５･

６
年
生

が
参
加
し
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
自
由
形
、
２
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
で
、
自
己
最
高
記
録
・
チ
ー

ム
最
高
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

本
年
で
59
回
目
と
な
る
歴
史
あ

る
大
会
で
す
。
多
く
の
子
ど
も
た

催　
　

し

ち
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
生
懸
命
に
競
技
す

る
選
手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
き　
７
月
26
日
㈮　

９
時
か
ら

と
こ
ろ　
西
城
温
水
プ
ー
ル
水
夢

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え

る
会　
市
民
公
開
講
座

　

中
山
間
地
域
の
医
療
機
関
で
、

現
在
ど
の
よ
う
な
治
療
が
受
け
ら

れ
る
か
、
市
内
の
３
人
の
医
師
が

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

と
き

７
月
20
日
㈯　
14
時
か
ら

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

講
座
名

こ
の
地
域
で
ず
～
っ
と
暮
ら
し
た

い
③　

～
地
域
で
受
け
ら
れ
る
医

療
２
０
２
４
～

講
演
①

「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い

て
」

西
城
市
民
病
院

内
科　

吉よ
し
み
つ光　

成せ
い
じ児
医
師

講
演
②

「
当
院
で
の
腎
臓
病
治
療
に
つ
い

て
」

庄
原
赤
十
字
病
院

腎
臓
内
科　

本ほ
ん
だ田　

由ゆ

み美
医
師

講
演
③

「
背
骨
の
病
気
っ
て
ど
ん
な
も

の
？
」

庄
原
赤
十
字
病
院

整
形
外
科　

當と
う
て
ん天　

賢よ
り
こ子
医
師

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

庄
原
赤
十
字
病
院
経
営
企
画
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
１
１
１

令
和
６
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
介
護
予
防
講
演
会

　

健
康
と
要
介
護
状
態
の
中
間
に

あ
た
る「
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
７
月
26
日
㈮

14
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　
　
　

講
師

（
公
財
）
茨
城
県
総
合
健
診
協
会

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
推
進
セ

ン
タ
ー

理
学
療
法
士　

今こ
ん　

絵え

り

か

理
佳
さ
ん

題
名

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
で
フ

レ
イ
ル
予
防
！
」

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
５

日
商
簿
記
３
級
試
験
対
策
講
座

　

就
職
の
た
め
に
必
要
な
資
格
を

取
得
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を

対
象
と
し
た
、
日
商
簿
記
３
級
試

験
対
策
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

※
事
前
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要

で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
事
前

説
明
会
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

事
前
説
明
会

８
月
４
日
㈰　

11
時
～
11
時
30
分

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
）

対
策
講
座

８
月
25
日
㈰
～
11
月
10
日
㈰

９
時
30
分
～
12
時

（
毎
週
日
曜
日
・
全
12
回
）

対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
18
歳
以
上
20
歳

未
満
の
子
、
寡
婦

受
講
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

定
員　
10
人

申
込
期
限　
７
月
31
日
㈬

申
込
方
法

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
２
３
７
７

募　
　

集
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放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
本
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

授
業
に
は
Ｂ
Ｓ
放
送
視
聴
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
視
聴
、
講
師
か
ら

の
直
接
授
業
の
３
つ
の
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
科

目
の
授
業
料
は
１
万
２
千
円
（
入

学
金
は
別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ

だ
け
の
授
業
料
を
支
払
う
シ
ス
テ

ム
で
、
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
面
接
授
業
の
開
講
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
学
生
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　
９
月
10
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

救
命
講
習
の
定
期
開
催

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
な
ど
を
学
ぶ
、
救
命
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

対
象
者

本
市
と
三
次
市
に
在
住
、
勤
務
、

在
学
中
の
人

内
容

　

講
習
の
種
類
に
よ
り
、
時
間
や

会
場
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

開
催
日
の
１
カ
月
前
～
２
週
間
前

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
５

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　

消
防
吏
員

令
和
６
年
度
備
北
地
区
消
防
組
合

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
採
用
年
齢
を
30
歳
未
満
ま
で
引

き
上
げ
ま
し
た
。

募
集
人
員　
３
人
程
度

受
験
資
格

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
・
試
験
場
所

▼
第
１
次
試
験

と
き　
９
月
22
日
㈰

と
こ
ろ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
大

会
議
室

試
験
内
容

▼
第
１
次
試
験　

教
養
・
消
防
適
性
検
査
、
作
文
、

体
力
測
定

▼
第
２
次
試
験　

個
人
面
接

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮

そ
の
他

　

募
集
要
項
は
、
各
消

防
署
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
消
防
の

魅
力
と
仕
事
内
容
」「
女
性
消
防

士
の
活
躍
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

三
次
高
等
技
術
専
門
校　
　

▪
仕
事
体
験
入
学
参
加
者　

▪
10
月
入
校
生

【
仕
事
体
験
入
学
参
加
者
】

　

自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建

築
大
工
・
介
護
の
仕
事
体
験
入
学

が
で
き
ま
す
。

と
き

▼
１
回
目　

７
月
26
日
㈮　

９
時
～
11
時
30
分

▼
２
回
目

８
月
20
日
㈫　

９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
７月31日㈬７月31日㈬

■固定資産税２期
■国民健康保険税（普徴）１期
■介護保険料（普徴）２期
■後期高齢者医療保険料１期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

収納課収納係☎ 0824-73-1511

対
象

中
学
・
高
校
生
、
一
般
求
職
者

応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

応
募
期
間

▼
１
回
目　

７
月
16
日
㈫
ま
で

▼
２
回
目　

８
月
９
日
㈮
ま
で

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順

【
10
月
入
校
生
】

募
集
訓
練
科

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
）

※
介
護
に
関
す
る
職
員
の
心
構
え

や
体
に
負
担
を
掛
け
な
い
介
助
、

食
事
、入
浴
な
ど
、生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
技
術
・
知
識
を
学

び
ま
す
。

※
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

選
考
日　

９
月
12
日
㈭

応
募
受
付
期
間

７
月
10
日
㈬
～
９
月
４
日
㈬

そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の

指
示
に
よ
り
入
校
し
た
人
は
、
訓

練
修
了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
諸
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。高

齢
者
の
在
宅
介
護
を
支
援

し
ま
す

　

重
度
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件

全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居

し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

【
高
齢
者
の
要
件
】

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

　

生
活
し
て
い
る

▼
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

　

受
け
て
い
る

支
給
額

高
齢
者
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円

※
１
カ
月
の
う
ち
、
入
院
・
入
所

な
ど
の
期
間
を
除
い
た
在
宅
日
数

が
20
日
以
上
の
と
き
、
１
カ
月
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※
支
給
は
基
準
日
前
６
カ
月
を
基

礎
と
し
ま
す
。

基
準
日

▼
８
月
１
日

（
２
月
１
日
～
７
月
31
日
）

▼
２
月
１
日

そ　

の　

他

（
８
月
１
日
～
１
月
31
日
）

申
請
の
時
期

各
基
準
日
の
20
日
後
ま
で

②
特
別
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
書
の

提
出
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居
し
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

【
高
齢
者
の
要
件
】

▼
①
の
介
護
慰
労
金
の
要
件
に
該

　

当
し
て
い
る

▼
原
則
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー

　

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

支
給
額

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円

申
請
の
時
期

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ

た
期
間
が
１
年
間
に
達
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
申
請

申
請
に
必
要
な
も
の

①
②
と
も
、
申
請
書
に
介
護
支
援

専
門
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

令和６年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生
男子 18 歳以上 33 歳未満

※ 32 歳の人は、採用予定月
の末日現在、33 歳に達してい
ないこと

年間を通じて受
け付け 受付時にお知らせします

女子
第２回

一般曹候補生
９月３日㈫
まで

１次：９月 21 日㈯
２次：10 月 20 日㈰～ 23 日㈬　※２

航空学生

海上：18 歳以上 23 歳未満
航空：18 歳以上 24 歳未満
※いずれも高卒または高専３
年次修了（いずれも見込み含
む）

９月５日㈭
まで

１次：９月 16 日（月・祝）
２次：10 月 12 日㈯～ 17 日㈭　※２
３次 
海上：11 月 15 日㈮～ 12 月 11 日㈬　※２
航空：11 月９日㈯～ 12 月 12 日㈭　※３

防衛大学校
学生 一般

18 歳以上 21 歳未満
（自衛官は 23 歳未満）
※高卒または高専３年次修了

（いずれも見込み含む）

10 月 17 日㈭
まで

１次：11 月２日㈯
２次：11 月 30 日㈯～ 12 月４日㈬　※２

防衛医科大学校
医学科学生 18 歳以上 21 歳未満

※高卒または高専３年次修了
（いずれも見込み含む）

10 月９日㈬
まで

１次：10 月 19 日㈯
２次：12 月 11 日㈬～ 13 日㈮　※２

防衛医科大学校
看護学科学生

10 月２日㈬
まで

１次：10 月 12 日㈯
２次：11 月 23 日（土・祝）・24 日㈰　※２

第２回
医科・歯科幹部　※１ 医師・歯科医師の免許取得者

７月 30 日㈫～

10 月 24 日㈭
11 月 15 日㈮

※１　採用計画数確保の見込みがある場合は実施しません。
※２　いずれか１日を指定。　
※３　期間の内６日を指定。

詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所に
お問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350
自衛隊広島
地域協力本部HP
QRコード

広報しょうばら／ 2024.7　18 19　2024.7 ／広報しょうばら
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き
（
カ
ブ
ト
ム

シ
１
ペ
ア
、
虫

か
ご
１
個
な

ど
）

定
員

25
組
／
回

　
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験

　

カ
ヌ
ー
の
漕
ぎ
方
な
ど
を
学

び
、
実
際
に
国
兼
池
で
カ
ヌ
ー
に

乗
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

と
き

７
月
13
日
㈯
～
８
月
25
日
㈰

※
土
日
祝
日
の
み

①
10
時　

②
11
時　

③
13
時

④
14
時　

⑤
15
時　

⑥
16
時

（
各
回
約
60
分
）

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　
国
兼
池

※
受
け
付
け
は
大
芝
生
広
場

　

湖
畔
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
横

※
水
位
変
動
に
よ
り
、
受
付
場
所

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料
金　
２
０
０
０
円
／
艇

定
員　
５
艇
／
回

夏
の
花
暦

夏
の
花
暦
　

▼
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス

【
開
花
時
期
】

７
月
下
旬
～
９
月
下
旬

【
と
こ
ろ
】

み
の
り
の
里　

第
２
駐
車
場
付
近

▼
ヒ
マ
ワ
リ

【
開
花
時
期
】
８
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

カ
ブ
ト
ム
シ
の
育
て
方
講
座

カ
ブ
ト
ム
シ
の
育
て
方
講
座

　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
育
て
方
や
生
態

に
つ
い
て
学
べ
る
講
座
で
す
。

と
き　

７
月
14
日
㈰
・
15
日
（
月
・
祝
）・

21
日
㈰
・
28
日
㈰

①
11
時　

②
13
時　

③
15
時

（
各
回
約
60
分
）

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　
い
こ
い
の
森　

休
憩
所

料
金　
１
５
０
０
円
／
組

※
カ
ブ
ト
ム
シ
の
飼
育
セ
ッ
ト
付

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

0120-66-10350120-66-1035
受付時間：9時〜19時受付時間：9時〜19時
広島県三次市塩町2123-5広島県三次市塩町2123-5

創業64周年創業64周年

出張買取の美幸出張買取の美幸
ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!

び こ うび こ う

広告広告広告

恐
竜
な
ぞ
と
き
　
　
　
　
　
　

恐
竜
な
ぞ
と
き
　
　
　
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

　

林
間
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
に

現
れ
た
恐
竜
を
見
つ
け
出
し
、
伝

説
の
恐
竜
の
謎
を
解
き
明
か
す
、

小
さ
な
お
子
様
か
ら
楽
し
め
る
謎

解
き
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　
８
月
25
日
㈰
ま
で

※
土
日
祝
日
の
み

※
お
盆
期
間
（
８
月
13
日
㈫
～
15

日
㈭
）
は
開
催

10
時
〜
18
時

（
受
け
付
け
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

林
間
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス

※
受
け
付
け
は
き
ゅ
う
の
森
休
憩

所　

特
設
テ
ン
ト

料
金　
６
０
０
円
／
人

※
参
加
者
１
人
に
つ
き
キ
ッ
ト
を

１
つ
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
記
載
の
内
容
は
６
月
末
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
の
理
由
に

よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
23
回
広
島
県
小
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
３
日
／
東
広
島
市
）

男
子
組
手
個
人
１
年　
優
勝

香か
が
わ川　

駿し
ゅ
ん
か夏
（
庄
原
小
１
年
）

男
子
組
手
個
人
２
年　
優
勝

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月
（
板
橋
小
２
年
）

女
子
組
手
個
人
４
年　
優
勝

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち
（
板
橋
小
４
年
）

女
子
組
手
個
人
５
年　
第
３
位

矢や
ぶ
き吹　

美み
そ
ら空
（
板
橋
小
５
年
）

女
子
組
手
個
人
６
年　
優
勝

鈩た
た
ら
だ
に谷　
　

蘭ら
ん

（
庄
原
小
６
年
）

男
子
形
個
人
６
年　
第
３
位

石い
し
だ田　

優ゆ
う
ま馬
（
東
小
６
年
）

第
29
回
広
島
県
中
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

男
子
組
手
個
人
１
年　
優
勝

祐す
け
む
ね宗　

吟ぎ
ん
じ治
（
庄
原
中
１
年
）

男
子
組
手
個
人
２
年　
第
２
位

鈩た
た
ら
だ
に谷　

琉る

い生
（
庄
原
中
２
年
）

男
子
形
個
人
３
年　
第
３
位

川か
わ
も
と本　
　

嵐あ
ら
し

（
庄
原
中
３
年
）

女
子
組
手
個
人
３
年　
第
３
位

矢や
ぶ
き吹　

緋あ
か
ね音
（
庄
原
中
３
年
）

県
大
会

備北夏まつり備北夏まつり
７月13日㈯～８月25日㈰開催！

※期間中７月 16 日㈫は休園日

「
海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番
」

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽

し
む
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

遊
泳

▪
同
行
者
か
ら
目
を
離
さ
な
い

▪
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

▪
遊
泳
区
域
以
外
で
は
泳
が
な
い

▪
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
海
に

　

入
ら
な
い

釣
り

▪
家
族
や
友
人
に
行
き
先
と
帰
宅

　

時
間
を
伝
え
て
お
く

▪
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

▪
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
持
っ

　

て
行
き
、
連
絡
手
段
を
常
に
確

　

保
す
る

▪
立
入
禁
止
区
域
や
消
波
ブ
ロ
ッ

　

ク
に
は
立
ち
入
ら
な
い

小
型
船
舶

▪
出
航
前
に
「
機
関
の
点
検
」「
残

　

燃
料
の
確
認
」「
船
体
の
確
認
」

　

を
行
う

▪
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
う

▪
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

▪
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
持
っ

　

て
行
き
、
連
絡
手
段
を
常
に

　

確
保
す
る

　

天
候
や
海
が
少
し
で
も
荒
れ

て
い
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
に
取
り

や
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ

イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部

尾
道
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
８
４
８
‐
22
‐
２
１
０
９

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
８
５
５
‐
27
‐
０
７
７
２公益財団法人広島県市町村振興協会

女
子
団
体
組
手　
第
２
位

矢や
ぶ
き吹　

緋あ
か
ね音
（
庄
原
中
３
年
）

三み
か
み上　

那な

な奈
（
庄
原
中
３
年
）

第
77
回
広
島
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

（
５
月
25
日
～
26
日
／
東
広
島
市
）

65
キ
ロ
級　
優
勝

政ま
さ
も
り森　
　

翼
つ
ば
さ

（
三
次
高
３
年·

東
城
町
）

60
キ
ロ
級　
第
３
位

山や
ま
も
と本　

千ち
ひ
ろ尋

（
三
次
高
２
年·

西
城
町
）

55
キ
ロ
級　
優
勝

宮み
や
ざ
き崎　

幸こ
う
た汰

（
三
次
高
３
年·

川
北
町
）

第
16
回
広
島
県
高
校
生　
　

技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
５
月
18
日
～
19
日
／
広
島
市
南
区
）

旋
盤
部
門　
優
勝

堂ど
う
ま
え前　

ゆ
き
の

（
三
次
青
陵
高
３
年·

口
和
町
）

電
子
回
路
組
立
部
門　
優
勝

鳴な
る
と戸　

麗れ

あ愛

（
三
次
青
陵
高
３
年·

口
和
町
）

第
56
回
中
国
短
編
文
学
賞

大
賞

眞ま
な
べ鍋　
　

敢か
ん

（
東
本
町
）

受
賞
作
「
ク
ラ
ゲ
の
リ
ン
ネ
」

そ
の
他
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日診療のご案内

●東城地域

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶８年ぶりに開催された比和牛供養田植を取材しま
した。当日は天候にも恵まれ、会場は多くの人でにぎ
わっていました。今回は、伝統行事に参加した皆さん
の生き生きとした表情と、行事の雰囲気を写真に収
めましたので、ぜひご覧ください。（12 ～13 ページ）
▶山開きした道後山に家族で登山に行きました。山
は霧に包まれ肌寒い状況でしたが、頂上に着くころ
には天気も良くなり、良い景色を見ることができま
した。皆さんもぜひ登山を楽しんでみてください。

人の動き （庄原市の人口） 

令和６年５月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，６０４人（前年比－７３０人）　
男　　１５，１３４人（前年比－３３５人）　
女　　１６，４７０人（前年比－３９５人）
世帯数　１４，９５４世帯（前年比－９４世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５６１人（前年比６３人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，６９９人（７，９１１世帯）
○西城地域　　２，９０４人（１，３０９世帯）
○東城地域　　６，６００人（３，２６８世帯）
○口和地域　　１，７１３人　　（７４７世帯）
○高野地域　　１，４６０人　　（６３１世帯）
○比和地域　　１，１１５人　　（５２９世帯）
○総領地域　　１，１１３人　　（５５９世帯）

７月21日（日）日伝病院 ☎08477-2-2180
28日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

８月４日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
11日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
12日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
13日（火）次のいずれかにご連絡ください。

庄原赤十字病院（☎0824-72-3111）
西城市民病院　（☎0824-82-2611）

14日（水）
15日（木）
18日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶手作り作品４人展（小物・草木染・織物・洋服）
とき　８月８日㈭～10日㈯　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

７・８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（生藍）
　とき　７月29日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶イベント・展示・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　７月20日㈯・21日㈰　９時～15時
〇押し花作品展（花アート）
　とき　７月18日㈭～８月８日㈭
〇ゆめさくら夏まつり
　とき　８月11日㈰～15日㈭

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　８月９日 （金）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

とき　　７月 22 日㈪ 14 時～ 15 時
ところ　上高自治振興センター
とき　　７月 22 日㈪ 18 時～ 19 時
ところ　市役所本庁舎　１階市民ホール

出演者　
グループ名：大

お お せ ど
瀬戸千

ち し ま
嶋

▶大
お お せ ど

瀬戸　嵩
たかし

・・・サックス
▶千

ち し ま
嶋　里

さ と し
志・・・エレクトーン

演奏曲目　
clover （広島テレビ テレビ派テーマ曲）、HAPPINESS

（広島テレビ天気予報テーマ曲）、Change　ほか
▶大瀬戸千嶋
　関東の音楽大学を卒業したサックス奏者とエレク
トーン奏者の二人が平成 18 年に地元広島で結成。
　「聴きやすい、親しみやすい、楽しめるステージ」
をコンセプトに、インストゥルメンタルアーティス
トとして活躍中。結成 10 周年には地元で 2000 人
規模のライブを成功させ、大きな注目を集めた。さ
らに「ひろしまフラワーフェスティバル 2017」に
メインゲストとして出演、「MAZDA Zoom-Zoom
スタジアム広島」での国歌演奏、京都市の「国宝西
本願寺御影堂」で新年の演奏会を行った。
　また、ドイツやタイ、中国での演奏活動にも力を
入れる傍ら、タイでは教育の機会に恵まれない子の
就学支援を目的とした活動に参加している。
　サックスとエレクトーンという新たなスタイルの
サウンドは日本だけでなく世界で注目されている。

庄
原

高
野

古墳時代の水筒？
～中

な か の お お ひ ら こ ふ ん

大平古墳から出土した提
て い へ い

瓶～
　７月に入り梅雨が明けると、いよいよ夏本番を迎えます。
　厳しい暑さの中、冷たい飲み物を飲みたいときは、水筒が
必需品となります。水筒は、近年発明されたものと思われが
ちですが、現在の水筒が開発されるよりはるか昔の古墳時代
にも、水筒のような形をした土器が使われていたことは、皆
さんご存じでしょうか。
　本市木戸町の中大平古墳からは、水筒のような形をした提
瓶という須

す え き

恵器（古墳時代から平安時代に日本で生産された
土器）が出土しています。
　提瓶は「さげべ」とも呼ばれ、土器の両肩部分についてい
る環状の部分に紐を通し、内部に飲み物などの液体を入れ、
現在の水筒のように体に提げて使用されていたと考えられて
います。
　須恵器の製作技法は、５世紀頃に朝鮮半島から日本へ伝
わってきました。それ以前の日本では弥生土器や土

は じ き

師器など、
野焼きで 700℃ほどの温度で焼かれた、赤色の土器を使用し
ていました。これらの土器は比較的柔らかく、水を通しやす
い特性があります。対して須恵器は、窯を用いて 1,200℃程
度の高温で焼かれるため、硬く頑丈で、水分に強い土器とな
り、水筒のように使用することができました。
　須恵器の色は、焼成の最後で酸素が遮断されることで、灰
色となりますが、高度な技術が必要なため、まれに酸素が窯
の中に入ってしまい、赤く変色してしまった失敗作ともいえ
る須恵器が見つかることもあります。同町で見つかった提瓶
はとても出来が良く、技術力の高さを感じることができます。
　また提瓶の両肩に付いている環状の部分は、時代とともに
次第に退化し、やがて消滅してい
きます。
　同町の提瓶は、環状の部分があ
る古い形式のもので、実用性も残
す一方、古墳から出土したことか
ら、何らかの葬送儀礼に用いられ
たものであると考えることができ
ます。この提瓶は、庄原市歴史民
俗資料館に展示していますので、
ぜひ見に来てください。 ▲出土した提瓶

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

学校給食について知ろう！

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

給食の役割
　学校給食は、安心安全でおいしい食事を提供することはも
ちろんのこと、学習教材としての役割があります。
　市教育委員会は、肥満や朝食欠食といった子どもの食生活
を改善するため、栄養バランスに優れた学校給食を通して、
食に対する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることが
できるように食育に取り組んでいます。

献立の決め方
　献立は、管理栄養士の資格を持つ栄養教諭や栄養職員に
よって「学校給食摂取基準」に基づき考えられています。季
節感のある献立になるよう旬の食材を使用し、素材の味を生
かしたおいしい給食づくりを心掛けています。
　また、食材は地場産物を積極的に取り入れており、お米は
すべて庄原市内産を使用しています。

味付けの工夫
　学校給食で使われるナトリウム（食塩相当量）は、取り過
ぎを防ぐため、子どもの１日の目標量の３分の１未満（1.5g
～ 2.5g）を基準としています。　
　また、「だし」を取って食材本来のうまみを引き出すこと
によりナトリウムを抑える工夫も行っています。

【学校給食におけるナトリウムの基準値】
児童（６～７歳） 児童（８～11歳） 生徒（12～14歳）

1.5ｇ未満 2.0g未満 2.5g未満

　市教育委員会は、今後も地元食材を使い、子どもに興味を
持ってもらえる給食づくりに取り組んでいきます。

▲献立例：中華おこわ、たまごスープ、はるさめの酢の物、チーズ、牛乳
　　　　　【ナトリウム（食塩相当量）・・・小学生1.8g、中学生2.2g 】

お詫びと訂正

６月号の内容に誤りがありました。
お詫びして次のとおり訂正いたします。
▶裏表紙

「8020 達成者表彰事業」表彰者の読み仮名
（東城地域）
（誤）木

き の し た

下　幸
ゆ き お

雄　　（正）木
き し た

下　幸
ゆ き お

雄　
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※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

ホームページ インスタグラム

国営備北丘陵公園北入口エリア

と き

内 容

9：30～15：009：30～15：00
7/21日

（１）フード、ドリンク販売
（２）手づくり雑貨販売
（3）体験・ワークショップ

里山の駅庄原ふらりでは、夏マルシェとナイトシアターを開催します。開放的な空間の中で、食べて、飲んで、見て、体験して楽しみましょう！
スタンプラリーも好評開催中。せひお立ち寄りください。

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア等活性化協議会（事務局:商工観光課観光振興係 ☎0824-73-1179）

夏
と き

内 容

16：00～19：15 （夕涼み縁日）
19：20～21：00 （ナイトシアター）

8/118/11日

ナイトシアター：
夕涼み縁日：

　　　　　  
　　 料金：

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　

『FLY！/フライ！』の上映
ゲーム盛沢山の縁日コーナー、
夏祭り気分を味わうフード販売
一人５００円
小学生以下無料、中学生以下は
要保護者同伴

＆

）フード、ドリンク販売）フード、ドリンク販売）フード、ドリンク販売）フード、ドリンク販売

里山の駅庄原ふらりでは、夏マルシェとナイトシアターを開催します。開放的な空間の中で、食べて、飲んで、見て、体験して楽しみましょう！
スタンプラリーも好評開催中。せひお立ち寄りください。

と き

内 容

16：00～19：15 16：00～19：15 
19：20～21：00 19：20～21：00 

8888

ナイトシアター：ナイトシアター：

＆＆
夕涼み縁日 雨天中止

ナイト
シアター
ナイト
シアター
ナイト
シアター

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 
　

　
／

 ☎
0824-73-1159 ・

FAX0824-72-3322／
 【

法
人

番
号

】2000020342106
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  https://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
シ

ン
セ

イ
ア

ー
ト

㈱

令
和

６
年

７
月

５
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
行

政
管

理
課

  SHISEI  Topics　市政トピックス 　市政トピックス 
＼裏表紙に出張！／＼裏表紙に出張！／

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、

会
員
同
士
や
会
員
と
地
域
の

人
が
交
流
し
、
本
市
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

第
１
弾
と
し
て
、
会
員
限
定

の
農
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
５
月

30
日
、
口
和
町
の
「
し
い
た

け
農
園　

み
や
の
」
で
開
催

し
、
広
島
市
な
ど
か
ら
会
員

と
そ
の
家
族
な
ど
11
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
宮
野
さ
ん
ご
夫
婦

が
原
木
し
い
た
け
の
栽
培
方

法
や
、し
い
た
け
農
家
に
な
っ

た
き
っ
か
け
、
口
和
町
で
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
紹
介
。

　

そ
の
後
、
原
木
へ
の
菌
打

え～農体験inしいたけ農園
庄原ファンクラブ　体験イベント

いちばん
づくり課

　

６
月
６
日
、
西
城
町
の
入
江
集
会

所
で
出
前
ト
ー
ク
「
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
よ
う
！
」
を
開
催
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
に
も
選
ば
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
で
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
的

と
な
る
白
い
球
に
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず

つ
色
の
付
い
た
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
い

か
に
白
い
球
に
近
づ
け
る
か
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
大
き
な
動
作
が
少

な
い
た
め
、
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
人
気

が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

当
日
は
、
６
人
ず
つ
に
分
か
れ
て

試
合
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
ボ
ー
ル
の

行
方
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
白
熱

し
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
た
。
楽
し
く
運
動
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ボッチャを楽しむ参加者

ピザづくり シイタケの収穫

原木へ菌打ちをする参加者

パラスポーツ「ボッチャ」を体験
出前トーク「障害者スポーツを体験しよう！」

生涯
学習課

ち
や
シ
イ
タ
ケ
の
収
穫
作
業

を
体
験
し
、
お
昼
に
は
参
加

者
全
員
で
作
っ
た
ピ
ザ
や
、

宮
野
さ
ん
手
作
り
の
シ
イ
タ

ケ
料
理
と
山
菜
料
理
を
楽
し

み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
農

業
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
初
め
て
の
作
業

に
真
剣
に
取
り
組
み
な
が
ら

も「
菌
打
ち
が
楽
し
く
て
も
っ

と
や
り
た
か
っ
た
。
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は

今
後
も
会
員
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
を
随
時
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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